
昭
和
49
年
以
来
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
を
務
め
、

市
消
防
団
方
面
隊
長
、
副
団
長
、
団
長
の
重
責
を
担
い
、

率そ
っ

先せ
ん

垂す
い

範は
ん

し
て
そ
の
任
務
に
当
た
り
、
市
民
の
生
命
・

財
産
の
保
全
と
災
害
の
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
消
防
力
の
強
化
充
実
の
た
め
、
消
防
団
の
活
性

化
と
団
員
の
資
質
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
以
外
の
活
動
で
も
、
静
岡
地
方
裁
判

所
富
士
支
部
家
事
調
停
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
社
会
貢
献
を
し
、
市
勢
発
展
の
た
め
に
多
大
な

尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

佐さ

藤と
う

徹と
お
る

さ
ん（

本
町
）

平
成
2
年
以
来
、
多
年
に
わ
た
り
平
垣
町
3
区
長
と

し
て
、
地
域
住
民
の
自
治
活
動
の
発
展
向
上
に
努
め
ま

し
た
。
こ
の
間
、
富
士
市
町
内
会
連
合
会
副
会
長
、
会

長
の
要
職
を
歴
任
し
、
幅
広
い
視
野
を
も
っ
て
住
民
福

祉
の
向
上
と
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
平
成
2
年
か
ら
、
富
士
環
境
衛
生
自

治
推
進
協
会
評
議
員
を
務
め
、
こ
の
間
、
副
会
長
、
会

長
の
要
職
を
歴
任
し
、
市
の
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活

環
境
の
保
全
に
率
先
し
て
取
り
組
む
な
ど
、
市
勢
発
展

の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
32
年
吉
原
市
立
神
戸
小
学
校
教
諭
と
し
て
奉
職

以
来
、
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
教
育
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
の
歴
史
・
民
俗
の
研
究
に
傾
注

し
、
教
員
退
職
後
は
市
立
博
物
館
長
、
市
文
化
連
盟
常

任
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
貴
重
な
郷
土
の
歴

史
・
民
俗
を
多
く
の
市
民
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
4
年
か
ら
駿
河
郷
土
史
研
究
会
会
長
と

し
て
、
郷
土
愛
の
涵か

ん

養よ
う

に
努
め
、
後
進
の
育
成
指
導
に

も
尽
力
し
、
市
の
教
育
文
化
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

渡わ
た

邉な
べ

繁し
げ

治は
る

さ
ん

（
今
井
1
）

　
市
長
表
彰
は
、
毎
年
、
各
分
野
の
功
労
者
を
表

彰
す
る
市
の
最
高
表
彰
制
度
で
、
市
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
は
、
3
人
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
す
。

山や
ま

本も
と

信の
ぶ

英ひ
で

さ
ん

（
鮫
島
）

（ 2 ）

水
火
災
防
護
功
労

教
育
文
化
功
労

地
域
社
会
功
労



（ 3 ）

岳
南
竹
友
会

多
年
に
わ
た
り
和
楽
器

へ
の
研
さ
ん
を
積
み
な
が

ら
、
邦
楽
文
化
の
振
興
や

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
演
奏
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、「
伝
統
文
化
子

ど
も
教
室
」
を
積
極
的
に

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に

尺
八
の
演
奏
技
術
や
、
尺

八
を
通
し
て
日
本
の
歴
史

や
伝
統
文
化
、
伝
統
精
神

を
伝
え
る
な
ど
、
そ
の
功

績
は
高
く
評
価
さ
れ
、
今

後
も
大
い
に
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
普
及
振
興
を
図

り
、
競
技
力
の
向
上
や
活

動
の
実
践
な
ど
を
も
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
大
会
や
栄
光
杯
な
ど

を
主
管
・
開
催
す
る
ほ
か
、

富
士
川
緑
地
公
園
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
の
整
備
に
努
め

る
な
ど
、
そ
の
功
績
は
高

く
評
価
さ
れ
、
今
後
も
大

い
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
野
球
審

判
員
と
し
て
、
ま
た
富
士

野
球
連
盟
役
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
静
岡
県

大
会
な
ど
の
球
審
を
務
め
、

富
士
野
球
連
盟
の
副
理
事

長
や
副
会
長
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
現
在
も
会
長
の

職
を
務
め
る
な
ど
、
野
球

を
通
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
大
い
に
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
書
道
の

指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

多
く
の
書
道
展
で
入
選

を
果
た
す
と
と
も
に
、
長

年
に
わ
た
り
書
道
教
室
を

開
催
し
て
後
進
の
指
導
に

当
た
り
、
現
在
も
富
士
市

書
道
連
盟
副
会
長
や
富
士

市
文
化
連
盟
常
任
理
事
な

ど
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、

書
道
を
通
し
た
文
化
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
大
い
に
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

川か
わ

口ぐ
ち

美み

智ち

子こ

さ
ん

（
沼
津
市
）

文
化
（
邦
楽
）

多
年
に
わ
た
り
ピ
ア
ニ

ス
ト
と
し
て
、
ま
た
音
楽

指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
を
記
念
し

て
創
作
さ
れ
た
合
唱
曲
や

富
士
山
こ
ど
も
の
国
の
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
の
レ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
伴
奏
を
担
当
し
、

現
在
も
富
士
市
文
化
連
盟

常
任
理
事
の
職
を
務
め
る

な
ど
、
音
楽
を
通
し
た
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
大
い
に
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

富
士
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会

ス
ポ
ー
ツ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

大お
お

村む
ら

正ま
さ

子こ

さ
ん
　
　
　
　
　
　

（
厚
原
）

文
化
（
書
道
）

ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
）

市い
ち

田だ

紀の
り

夫お

さ
ん

（
富
士
宮
市
）

文
化
（
音
楽
）

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
は
、
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
市
民
な
ど
の
活
動

を
奨
励
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
　

こ
と
し
は
、
3
個
人
2
団
体
の
皆
さ
ん
に
贈
ら

れ
ま
す
。



地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
、
社
会
福
祉
、
環
境
衛
生
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
青
少
年
の

指
導
育
成
、
善
行
な
ど
で
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
市
民
・
団
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
は
、
10
人
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
す
。
   

コミュニティ活動
多
年
に
わ
た
り
鷹
岡
本
町
１
区
長

と
し
て
、
地
域
の
自
治
振
興
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
向
上
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
市
町
内
会
連
合
会

常
任
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

会
の
円
滑
な
運
営
と
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

稲
いな

穂
ほ

光
みつ

吉
よし

さん
（厚原）

（ 4 ）

コミュニティ活動
多
年
に
わ
た
り
厚
原
北
１
町
内
会

長
と
し
て
、
地
域
の
自
治
振
興
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
向
上
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
市
町
内
会
連
合
会

副
会
長
、
同
会
常
任
理
事
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
会
の
円
滑
な
運
営
と
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

植
うえ

松
まつ

明さん
（厚原）

交通安全活動
多
年
に
わ
た
り
富
士
市
交
通
安
全

母
の
会
で
、
児
童
の
登
下
校
時
の
街

頭
指
導
を
実
施
し
、
地
域
の
交
通
安

全
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
市
交
通
安
全
母
の

会
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

会
の
円
滑
な
運
営
と
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
とり

居
い

方
みち

子
こ

さん
（柚木）

交通安全活動
多
年
に
わ
た
り
静
岡
県
交
通
安
全

協
会
富
士
地
区
支
部
理
事
と
し
て
、

運
転
手
の
指
導
・
育
成
に
従
事
し
、

交
通
安
全
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
交
通
安
全
講
習
会
な
ど

で
積
極
的
に
所
有
す
る
施
設
を
開
放

し
、
交
通
安
全
活
動
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

高
たか

田
だ

利
とし

江
え

さん
（伝法）

交通安全活動
多
年
に
わ
た
り
富
士
市
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
、
須
津
地
区
を
中
心

に
交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
践
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
市
交
通
安
全
指
導

員
会
地
区
幹
事
の
要
職
を
務
め
、
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
思
想
の

普
及
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

西
にし

山
やま

義
よし

文
ふみ

さん
（中里）

交通安全活動
多
年
に
わ
た
り
富
士
市
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
、
富
士
南
地
区
を
中

心
に
交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
践
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
安
全
思
想
の
普
及
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

花
はな

井
い

一
かず

幸
ゆき

さん
（宮島）

環境美化活動
多
年
に
わ
た
り
富
士
市
緑
化
指
導

員
と
し
て
、
地
域
の
緑
化
推
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
市
緑
化
指
導
員
会

会
長
、
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
富
士
市
民

の
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
会
の
発
展
と
地
域
の
緑
化
推
進

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。遠

えん

藤
どう

喜
かつ

義
よし

さん
（天間）

社会福祉活動
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
、

社
会
福
祉
の
精
神
を
も
っ
て
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
と
社
会
復
帰

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
地
区
保
護
司
会
副

会
長
、
女
性
部
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
会
の
発
展
と
地
域
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

影
かげ

島
しま

明
あき

子
こ

さん
（中央町3）

環境美化活動
多
年
に
わ
た
り
富
士
市
花
の
会
会

員
と
し
て
、
地
域
の
環
境
美
化
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
富
士
市
花
の
会
副
会
長
、

同
会
技
術
指
導
員
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
会
の
発
展
と
円
滑
な
運
営
、

花
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。渡

わた

邉
なべ

豊
とよ

子
こ

さん
（神谷）

文化スポーツ活動
多
年
に
わ
た
り
郷
土
史
の
調
査
研

究
や
、
文
化
財
愛
護
思
想
の
普
及
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駿
河
郷
土
史
研
究
会
理
事
、

富
士
市
文
化
財
愛
好
会
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
会
の
発
展
と
市
の
郷
土
史
、
歴

史
研
究
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

遠
えん

藤
どう

敏
とし

雄
お

さん
（伝法）

あきら


